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二度の法人化を経験
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桑名市総合医療センター

本日の話題

１）法人化
２）官民病院統合
３）地域医療連携推進法人
４）大学との連携
５）名張市立病院の場合



桑名市総合医療センター

法人化

三重大学病院の場合



桑名市総合医療センター

法人化されたことによるメリット

１）人事や組織の管理が可能となった
今まで足りなかった診療科や診療部門の新設
時代のニーズに合った新組織の導入
定数管理がなくなった
忙しい診療科、診療部門：増員、拡充
そうでない診療科、診療部門：減員、削減

２）施設整備や設備投資などが可能となった
３）「手当て」や「特別賞与」などを加減したり、
新設することができるようになった

文科省の承認が要らなくなった

病院（長）の裁量



桑名市総合医療センター

法人化されたことによるメリット

医師、看護師、技術職員、事務職員、パート職員すべて

患者さんのために、より質の高い医療を実現しよう

収益性を重視し、節約志向も強くなった

業務改善すれば、自分や所属する組織の待遇も良くなる

部署間における良い意味での競争意識が向上した

職員の就労意欲の向上

職員の眼の輝きが変わった



桑名市総合医療センター

法人化 新入院棟 新外来棟病院長



桑名市総合医療センター

法人化 新入院棟 新外来棟病院長



桑名市総合医療センター

法人化 新入院棟 新外来棟病院長

（助教以上の常勤医師
医員、研修医は除く）



桑名市総合医療センター

法人化によるデメリット

運営費交付金が毎年1.2%ずつ
減額されることになった

ただし臨時の支出などは予算要求し
運営費交付金として支給される



桑名市総合医療センター

官民統合による新病院

桑名市総合医療センター

桑名市総合医療センター理事長
竹田 寛



桑名市総合医療センター

朝日新聞
2019年11月５日



桑名市総合医療センター

桑員地区とは？

人口：約２８万人
桑名市：約１４万人
いなべ市：約4万人
（員弁）



桑名市総合医療センター

病院名 病床数 設立

私立山本総合病院（東医療センター） ３０７
（うち療養４２）

昭和２０年

私立平田循環器病院（南医療センター） ７９ 昭和２６年

市立桑名市民病院（西医療センター） ２３４ 昭和４１年

その他の病院

青木記念病院 ８７ 桑名市

ヨナハ総合病院 １４７
（うち療養９４）

桑名市

もりえい病院 ５４ 桑名市

いなべ総合病院（厚生連） ２２０ いなべ市

桑員地区の主な病院



桑名市においても
医療体制崩壊の危機に！

救急病院の医師の高齢化、疲弊

病院小児科医師の減少
⇒ 応急診療所のバックアップ体制もとれず

桑名市民病院の経営悪化



桑名市総合医療センター

病院数も病床数も減っています



桑名市総合医療センター

赤字病院が増えています



桑名市総合医療センター

400床以下の病院では
経営が困難になっています



桑名市総合医療センター

200床以下の病院では
医者が集まりにくくなっています



桑名市総合医療センター

桑名市総合医療センターを設立すべき

桑名市民病院と民間２病院の統合

非公務員型の地方独立行政法人

病床数は400床

桑名市民病院あり方委員会
平成18年1月、医療関係者及び有識者で構成

620床

全国でも極めて稀な取組
厚労省、総務省の期待も大きい



桑名市総合医療センター

桑名市民病院

平田循環器病院

山本病院

桑名市総合医療センター

桑名駅
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桑名市総合医療センター

三病院を統合する上で困難だったこと

１）公立と民間病院の違い
組織形態
職員意識
給与体系（特に医師）

２）出身医局や大学の違い
桑名市民病院：三重大学 第３内科、第２外科
山本病院：三重大学 第１内科、第1外科

平田循環器病院：京都大学



桑名市総合医療センター

新病院開院までの思わぬ誤算

Ｈ２５年末 Ｈ２８年春

新病院開院

新病院開院工事開始

施行業者
選定開始

入札不調が続く
東日本大震災

東京オリンピック

Ｈ２７年１１月 Ｈ３０年５月

当初予定

実際の
工期

法人化

Ｈ２4



桑名市総合医療センター

平成

18                            24                           30 年

桑名市民病院
あり方委員会

地方独立行政法人
桑名市総合

医療センター設立 新病棟の開院

最初の構想から新病棟ができるまで
足かけ12年かかりました

桑名市総合医療センター



完成した新しい桑名市総合医療センター



桑名市総合医療センター

完成した桑名市総合医療センターの新病棟

外来棟

入院棟

西棟



桑名市総合医療センター

１）常勤医師数：統合前の65人ほどから124人
に増加

２）初期研修医、後期研修医、専攻医の増加
３）ほとんどの診療科に常勤医が複数在任
（診療機能の向上）

４）看護師など他職種の職員の増加

医師が集まるようになりました



桑名市総合医療センター

常勤医師数
2013年（法人化前）：約65人
2022年７月：124人

新たに常勤医が着任した診療科
血液・腫瘍内科、脳神経内科、
精神科、乳腺外科、眼科

常勤医が増員された診療科
内科、小児科、産科婦人科
脳神経外科、麻酔科、
泌尿器科、病理診断科など

新病院における
常勤医師数

2022年6月

東 西 南 合計 人数

総合内科 1 1 1
糖尿病内科 1 1 4
膠原病ﾘｳﾏﾁ内科 2 2 4
循環器内科 9 1 2 12 10
血液腫瘍内科 1
脳神経内科 3
腎臓内科 3 3 5
消化器内科 6 2 8 8
呼吸器内科 1 1 4

2 2 8
1

2 1 3 3

5 6 11 8
1

1 2 3 1
2 3 5 5

4 4 5
1
3

1 1
1 1 2 3
2 2 2
4 4 4

2 2 2
1 1 3

1 1 3
3 3 6
1 1 1
1 1 1

9 9 11

6 6 12
63 22 4 89 124

2017年2月1日

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科
病理診断科
麻酔科

婦人科
産科（周産期科）
皮膚科
歯科口腔外科

計

検査部門

研修医（2年目）

研修医（1年目）

内科

総合診療科
小児科
精神科
放射線科

乳腺外科
眼科
耳鼻咽喉科
泌尿器科

救急科

脳神経外科

一般外科
消化器外科

診 　療　 科

健診センター

呼吸器外科
心臓血管外科
整形外科

約２倍に増加



桑名市総合医療センター

今年度

病院で働く若い医師が増えました

25 26 27 28 29 30 1 2 3
専攻医

人数 1 4 5 1 5 2 2 5 13
後期研修医数（卒後3年～5年）

平成 令和

25 26 27 28 29 30 1 2 3 4
研修医数 9 9 10 7 8 11 9 11 12 14

初期研修医数（卒後2年まで）
平成 令和



桑名市総合医療センター

外科の統合

山本病院 5人＋桑名市民病院 6人＝11人

人数が増えて1人あたりの負担が軽減した
１）救急輪番当直の負担が軽減
２）手術数が増加（特に緊急手術）
３）入院患者数の増加

５＋６＜２０以上
今後の病院統合の模範



桑名市総合医療センター

再編統合のメリット

２）大学からの支援が強化される
三重大学：桑名市総合医療センターに大いに期待

（若手医師確保のために名古屋に近い
桑員地区は有利）

全面的な支援を約束

三重大学

桑名市総合
医療センター

緊密な連携

医師、看護師、事務職員
などの新しい人事交流制度

連携大学院構想

医学教育、臨床研究での連携

三重大学医学部第２附属病院



手術件数（月平均）

件



救急搬送受入数（月平均）

人



桑名市総合医療センター

２６

25 26        27       28        29        30         1
平成 令和

法人化
（組織統合）

新病院開院
（引越し）

旧３病院のまま運営

（年）

年度ごとの収支（キャッシュフロー）
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名張市立病院の場合 （私見）

１）組織改革
２）地域医療連携推進法人
３）大学との連携強化
４）他地区との医療連携強化



桑名市総合医療センター

組織改革

１）市立病院

２）地方独立行政法人

３）指定管理

４）民営化
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全国の指定管理病院における指定管理団体の構成

指定管理団体 数
医療法人 29

地域医療振興協会 16
医師会 4
大学 3
JA 2
日赤 1
済生会 1

国立病院機構 1
合計 57

医師確保は大丈夫か？



桑名市総合医療センター

組織改革

１）市立病院

２）地方独立行政法人

３）指定管理

４）民営化
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名張市立病院
病床200床の問題
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病床数を増やすには？

１）伊賀市の２病院との再編・統合

２）名張地区において地域医療連携推進法人を構築

３）大学との連携強化

４）その上で、他地区との医療連携強化

過去に失敗

名張市民病院の体力強化



桑名市総合医療センター

診療所・個人病院など

中小規模病院

介護施設・在宅ケアセンターなど

名張地区における地域医療連携推進法人

名張市民病院

専門病院

薬局

専門学校



桑名市総合医療センター

名張地区における地域医療連携推進法人

期待される効果

１）名張市民病院の体力強化

２）「名張市民病院を良くしよう」
という市民全体の意識が高まる



三重県病院協会

大学との連携

医師確保のためには、
大学との連携が欠かせない



三重県病院協会

三重大学伊藤正明学長の熱い夢

県内8医療圏における
医療Dxなどを用いた
地域医療の活性化



三重大学北勢サテライト新拠点（医療分野）

三重大学、桑名市、桑名市総合医療センター
による連携プロジェクト

桑員地区住民の健康増進
医療・介護連携の強化



１）三重大学
・医学部付属病院内に地域医療振興講座（仮称）を開設

人材派遣
・医療・診療・予防医学のDX化

工学部やベンチャー企業との連携によりインフラやアプリの
開発

２）桑名市
・住民の健康増進

桑名市の「卓球珈琲」運動などの活性化
・ふるさと納税制度の活性化、有効利用

３）桑名市総合医療センター
・「卓球珈琲」活動の医学的・医療的支援
・在宅診療科の設置・・・医師会と協力して地域住民の健康管理

に力を入れる

具体的に何をするか？
地域医療の活性化と住民の健康増進



桑名市総合医療センター

桑名卓球珈琲



桑員地区から三重県全体へ、さらに全国へ

順次、県内の他地区とも連携
プロジェクトを立ち上げます。
よろしくお願いいたします。



桑名市総合医療センター

医療連携強化・役割分担

１）伊賀地区
２）津・久居地区
３）天理・奈良地区



桑名市総合医療センター

ご清聴ありがとうございました

名張市立病院の輝かしい未来を
心よりお祈り致しております


